






































T a(r) '{prfQ+ri2/,2)-/V22a+i2/r2)wi -f)
でri-r>Pi-Pin-r2-r+'<P2-P。utとしたものであり,これを用いて断面に作用する全体の力

























dz/dp -(ra /c){r + (l +α)rα(dr/dp)p}-(z/p)/【1-{(1 +α)/E}z]  (4)
この(4)は基本的に付録(B.6)において√=亨をZに代えたものと似た方程式であ
るので同様に解くことができ
(1・α)logr V+> - log(cc'),　γ - (l+a)/Ec　　　　　(5)
となることがわかる(C-は積分定数)。臨界半径・臨界圧力は体積変化率
-(uv)dVIdp -K(r,t)が,つまりdrldpが,発散することから定義される:
pc - 1/yec-e - p exp[(/j,)//サ) -!].　　　- {」/(!+α))(∫(,/no)
rc -opJl!⊥　蝣r。exp【UP。/p )-!}/(!+α)】　　　　　　　(6)








球殻の場合にも(1.1 , 1.2) , (1.3　の式の組で(1.1)が変わるだけで同様の議論が可
能である。実際,付録(A.8)のTee{r)でh**r, px-Pi〝,r2-r+t,p2-p。",として応力の平均値
f -fiTee(r)rdr/firdrを求めると
f - q(x)rplトp。ut (7)
となり,この表式は円筒の場合との比較の上でかなり見通しがよい。ここで
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#jly - (1/2K∂u./∂xJ +∂uJ/叫) ,































1〝蝣蝣{pln¥i-r22/,2)-/vi a-i /r2)}/W -n2)
- {/vi2(l+ r22/r2) -plr2¥l+ ry2/r2))/vi -1 )











Trr - {」/(l + a)(l - 2cJ)}{(! + a)c, - 2c2'/rJ} ,　　c2'- (l -20)c2












としてdf(x)/dx- -p。g,f(x) -Edu(x)/血から求められる。 X-0が固定端でx -loが自由端であ
るのでォ(0) -0,/(/0)-0より　/(*)とu(x)および樺の伸びがそれぞれ











w(y) - y + (」/p。gKVl+ Vp。g/E)(l -y卜Jl+ (2p。g/E)}　　　　　　(B.4)


















z - dy/dx - sinh【(po」//<))・*]となり容易に
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*蝣*) - (ム)/pQg){cosh[(pog/fo)x] -1} ≡ yo(x)(B.8)
が得られ,この?<>(・*)はよく知られた曲線である。伸びのないロープの長さは
蝣2fJ2(dsldx)dx- L(2!β)sinh(〟/2), P -p。gL/f。となる(L < l。は張られたロープの水平距
舵)。伸びに去る形状の変化は(B.7)の括弧の第2項に起因する。 Eが有限であるが非常に大
きいとき1/Eで展開して1/Eに比例する項をとると
y(*) - y。(*) -(/。 !2(>。gE){cosh¥pQgx/f。) -1}　　　　　　　　　　(B. 9)
となり,同様の手続きにより伸び∂1 -(2/E)fi12f(x)(ds/dx)血は
∂1//0 -(/o/」)G(〟). G(β) -(β!4){l+(l//8)sinh(β))/sinh(/3/2)　　　　　(B. 10)
と表わされる。直線の場合の結果である(B.I)と比較すると, foがf(x-lo/2)-gp。IQ/2に相
当するので, (B.I)の最後の式は∂'ilk-fo/Eと書き改められる,つまり(B.10)でG(j8)-1
としたものである。このことから双曲線関数を含むG(β)は幾何学的な形状因子とみなすことが
できる。
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